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ノ
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ト
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一

六
･

七

世
紀
北
部
ポ

ー

ラ

ン

ド

の

領
主
直
営
地
と

農
民
経
営

杉

原

哲

彦

一

一

般
に

､

エ

ル

ベ

河

以

東
の

諸
国
に

お

い

て
一

六
･

七

世
紀
に

賦
役
制

直
営
地

経

営
が

支
配
的
な
ウ

タ

ラ
ー

ド

と

し

て

成
立

し
､

再
版
農
奴
制
が

確
立

す
る

｡

ポ
ー

ラ
ン

ド

も

例
外
で

は

な

く
､

む

し

ろ

他
の

諸
国
に

先
ん

じ

て

そ
の

ウ

タ

ラ
ー

ド

が

成
立

す
る

｡

と

こ

ろ

が
､

本
稿
で

分

析
の

対

象

(

1
)

と

す
る

北
部
ポ
ー

ラ
ン

ド
ほ

､

前
稿
で

も

少
し

触
れ

た

が
､

農
民

経
営
が

社
会
的
生

産
に

お
い

て

優
勢
な

位
置
を

し
め

て

い

る
｡

こ

と

に

王

領
に

お

い

て

そ

う
で

あ

る
｡

本

稿
は

､

北
部
ポ

ー

ラ
ン

ド

の

農
民

経
営
と

領
主
直
営
地

経

営
の

関
連

の

特
殊
性
を

明

ら
か

に

し
つ

つ
､

そ

れ

が

成
立

し

た

歴
史
的

､

社
会
的

､

地

理

的
要
因
を

抽
出
し

よ

う
と
い

う
指
向
を

も
つ

｡

又
､

前
稿
で

触
れ

た

領
主
直
営
地

経
営
と

農
民

経
営
と
の

三

つ

の

タ

イ

プ

の

係
わ

り

方
を

理

論

的
に

も

実
証

的
に

も

明
ら
か

に

す
る

こ

と

も

本
稿
の

狙
い

の
一

つ

で

あ
る

｡

出
版
さ

れ

て

い

る

資
料
は

数
少
な
い

ば

か

り

で

な

く
､

我
国
で

読
み

う

表 A 一

六 世 紀後 半北 ポ ー ラ ン ド の 土 地 所 有 配分

都 市 儲

そ

の

%

糾

経

営
地

と

都

市

捻

数

そ の 偲

( 不 明)

そ
の

%

即

経
営
地

と

そ
の

%

農

村

数

と

聖 界 領

経 そ

営 の

地 %

と(壬.)

点 そ

村 の

数 %
と

シ
ュ

ラ フ

タ領

そ

の

%

㈲

経
営
地

と

そ

の

%

農

村

数
と

王 領

そ

の

%

恥

経

営
地

と

そ

の

%

農

村

数
と

経総
営 敷
地

㈲

農

村

総

数

{U
ノ

∠

U

8

仇

1 3 9 4

8 .9

1 4 5 4

1 8 .6

1 4

6 5

4 5 6 1

2 9 .1

3 5 6

4 .6

1 5 0

2 4 .1

2

1

4 6 4 3

2 9 .6

1 2 8 7

1 6 :5

2 4 0

3 8 .6

7 4

2 6

4 9 7 2

3 1 .8

4 7 1 1

6 0 .3

1 6 9

2 7 .2

1 4 3

5 0 .2

1 5 6 5 9

7 8 0 8

6 2 2

2 8 4
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M
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g
o w d r u

g i e コ p O I o w i e 1 6 w i e k 11
,

乙るd 之 1 9 5 7
,

S
.
1 5

,
2 3

,
2 さ

,
3 0 .

る

資
料
の

制
約
も

あ
っ

朗

て
､

こ

と

に

シ

ュ

ラ

フ

タ

払

N
-

P
C

ぎ
P

所
領
に

つ

い

て
､

そ

の

農
民

経

営
と

領
主
直
営
地

経
営

の

係
わ

り

方
を

分
析
す

る

こ

と
ほ

は

と
ん

ど

不

可
能
で

あ
る

｡

そ

れ

故
､

本
稿
は

､

主
に

王

領
に

関
す
る

資
料
に

も

と

づ

き
つ

つ
､

農
民

経
営
と

領
主
直
営
地

経
営
の

分

析
と

そ

れ

ら
の

係
わ

り

方

を

明
ら
か

に

し
よ

う
｡

こ

北
部
ポ

ー

ラ
ン

ド

の

吋
→

仁
∽

内
り

か
ー

e

弓
∽

村
-

e

(

弓
O
j

e

弓
軒

r

N

t

弓
○

望
T

P

-

♂
○
→
∽

打

岩
.

-

C

訂
-

m
-
･

計
打
i

e
-

-

勺
O

m
O

諾
吋
岩

.

)

は

ポ
ー

ラ
ン

ド
と

ド

イ

ツ
山

駒
土
田
国
家
と

の

最

後
の

戦
い

で

あ
る

一

三



( 5 9 ) 研 究 ノ ー ト

年
戦
争
の

結
果
ポ
ー

ラ
ン

ド
に

併
合
さ

れ
た

地

域
で

あ

る

(

一

四

六
六

年
､

ト

ル

ン

の

平
和
)

｡

官
房

野
望
e

弓
S

打
i

2

の

う
ち

､

弓
阜

呂
巴
ケ
○

→
S

灯

6
.

-

C

訂
訂
ロ
ー

許
已
e

の

王

領
､

聖
界
領

､

シ

ュ

ラ
フ

タ

領
の

土

地

配
分
は

表

A

に

示
す
ご

と

く

で

あ

る
｡

本
稿
で

主
に

分

析
の

対

象
と

す

る

W
阜

巳
巴
ど
誘

E
e

は
､

こ

と

に

王

領
が

多
い

｡

一

三

年
戦
争
に

よ

る

荒
廃
の

た

め
こ

の

土

地
の

シ

ュ

ラ

フ

タ

ほ
､

土
着
の

そ

れ
で

は

な

く
､

ポ

ー

ラ
ン

(

2
)

ド

本
土

内
0

3
n
P

(

主
に

呂
p

冒
弓

岩
e
)

､

弓
○

ナ

C

訂
-

m
i

訂
巴
e

､

W
阜

(

3
)

甲
U

ヨ
○

誘
E
e

-

ヨ
+

宏
内
s
i

や

ぶ
O

y
､

内

諾
∽

N

y

の

出
身
者
が

占
め
て

い

る
｡

W
O

ナ

C
F
e

打
口

芸

許
6

.

の

所
領
配
分
に

お
い

て

も
､

前
者
ほ

ど
で

は
な

い

が
､

朽
○

岩
β

P

に

此
ぺ

て

王

領
が

大
量
の

土

地
を

所
有
し

て

い

る
｡

内
?

3
n
P

で

は

約
一

〇
パ

ー

セ

ン

ト

が

王

領
で

あ
っ

た
｡

吋

2
S

内

a
-

e

司
S

E
e

全
体
の

土

地

配
分
は

､

王

領
が

四
三

､

シ

ュ

ラ

フ

タ

領
が

三
一

､

聖
界
領

が
一

九
､

都
市
領
(

ほ

と

ん

ど

王

領
)

が

七
パ

ー

セ

ン

ト

で

あ
っ

た
｡

又
､

一

般
的
な

特
色
と

し

て
､

シ

ュ

ラ

フ

タ

領
に

は
､

他
の

ポ

ー

ラ
ン

ド

地

域

と

は

異
な
っ

て
､

一

〇
村
以

上

を

所
有
す
る

所
領
が

ほ

と

ん

ど

み

ら

れ

ず
､

(

4
)

一

村
所
有
の

所
領
が

優
勢
で

あ
っ

た
｡

さ

ら
に

特
徴
的
な
こ

と

ほ
､

領
主

直
営
地

経
営
f

O
-

毛

賀
打

の

数
が

少
な

く
､

こ

と

に

王

領
や

聖
界
領
で

は
､

農
民

経
営
地
が

領
主
直
営
地

よ

り

圧

倒
的
に

多
か

っ

た
｡

そ

の

比

率
は

､

王

領
が

ー

‥

∞
･

ミ

聖
界
領
が

ー

‥

∞
･

い
､

都
市

領
が
ー

‥

い
･

い
､

シ

ニ
ア

フ

へ

5
)

タ

領
が

ー
‥

-
･

∞

で

あ
っ

た

(

一

六

世
紀

末
)

｡

三

使
用
可
能
な

資
料
が

限
ら

れ
て

い

る

の

で
､

W
阜

璧
F
-

ケ
○
→

∽

已
e

の

王

領
の

う
ち

N
P

冒
e

村

民
巴

官
1
S

E

の

農
民

経
営

笥
∽

胃
巨

星
書
O

E
T

○

勺

許
i

e

と

直
営
地

経
営

訂
-

弓
p

l
F

の

考
察
を

試
み

よ

う
｡

使
用
資
料
ほ

以

下
の

も
の

で

あ
る

｡

河
e

己.

巴
○

ど
ロ
○

言
日

O
e
0

0

n
O

冒
㌻
e

呂
P

ユ
p
e

♂

声
【

粥
e

ロ

巴
払

(

8
)

-
-

い

N

¢
､

｢

岳
t

→

琶
す

d
か

す
村

a
-

e

弓
S

已
口

F

弓
○

甘
弓
軒

r

N
t

弓

(

7
)

賢
i

e

唱
U

-

笥
○

-

河
e

司
i

聖
ニ
p

内
村
○

ロ
O

m
E

呂
已

ぎ
詔
吋
訂
エ

N

I

n

司
e

已
当
日

N
P

m
村

仁

呂
巴
-

さ
謡
村
i

e

粥

○

-

句
○
-

弓
P

旨
か

司

N

(

10
)

日
付
○

日
O

m
i

i

已
巴
け
○
→

取

E
e
山

的

ロ

ー

巴
か

P
t

-

∽

-

○

曽
【

=p
-

一
]

さ
]

T

(

8
)

→
.

-

h
¢

e
､

(

9
)

→
.

-

宍
Y

♪

担
p

ヨ
e

村

民
巴

ど
諾

E

の

所
領
は

､

一

五

七

〇
年
に

は
､

一

都
市

､

一

小

都
市

､

六
三

村
､

七

直
営
地

か

ら

構
成
さ

れ
■
て

い

る
｡

一

六

世
紀
前
半

に

お

い

て

ほ
､

最
北
部
に

さ

ら

に

五

村
み

ら

れ
る

が
､

湿
地
の

進
出
に

よ

り

廃
村
に

な
っ

た
｡

こ

の

こ

と

を

除
け

ば
一

六

三

六

年
ま
で

ほ

と

ん

ど

変

化
は

み

ら
れ

な
い

｡

N
p

m
e

村

民
巴
b
O
→

S

已

の

農
村
は

､

通

常
次
の

構
成
を

と
っ

て

い

る
｡

一

五

九
〇
年
の

河
e

d

ユ
N

昔
に

よ

る

弓
ナ

臥

哲

ぎ
n
O

弓
○

の

構
成
は

､

全

耕
地

が

主

m
呂
S
i

(

急
臣
)

で
､

そ
の

う
ち

邑
t

y
¢

が

一

旦
旨

の

免
租
地

を

保
有
し

､

-

急
ひ

吋

の

免
租
地
が

こ

の

村

に

帰
属

し
､

残

り

の

山

仇

ま
色
町

が

貨

幣
地

代
支
払
い

義
務
の

課
さ

れ

た

O
S

F
已
叫

ま
人

芹
(
｡

N

Y

n

告
○

司
y

貞
ユ
か

打
)

で
､

一

〇
人
の

町
b

弓
(

吋

m
i

e

か

に

あ

た

る

階
層
)

に

よ
っ

て

耕
作
さ

れ
て

い

る
｡

そ

の

他
に

一

人

の

村
P

岩
N

m
p
→

N

(

土

地

無
保
有
の

S
c

ざ
e

n
村

宅
-

丘
が

み

ら

れ

る
｡

一

六

世

紀
と

一

七

世

紀
前
半
の

N
P

m
2

村

民
巴

ぎ
諾

E

の

農

村
に

お

け

る

農
民

経
営
と

そ
の

経
営

規
模
の

変
化
を

先
の

資
料
か

ら
み

よ

う
｡

表

B

ほ

任
意
に

五

村
を

と

り

だ

し

作
成
さ

れ

た
も

の

で

あ

る
｡

一

五
一

〇
年

か

ら
一

六

三

六

年
ま

で

農
民

産

営
地

総
面
積
は

ほ

と
ん

ど

変
化
が

み

ら
れ

朗

ト
F
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ヰ ゝ
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N
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U l
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な
い

｡

経
営
規
模
は

､

一

五
一

〇
年
に

つ

い

て

し
か

解
ら
な

い

が
､

経
営

数
と

経
営
地

総
面
積
の

変
動
を

対

比

す
る

な

ら
､

次
の

こ

と

が

推
定
し

う

る
｡

ど

の

村
に

お
い

て

も

農
民

経
営
数
の

減
少
が

み

ら
れ

る
｡

こ

の

こ

と

は

平
均
経
営
規
模
の

拡
大
を

示
し
て

い

る
｡

g

ぎ
→

数
の

減
少
傾

向
ほ

､

農
民
階
層
間
の

階
層
分
解
(

一

部
農
民
の

没
落
)

に

よ

る

も
の

か

ど

う
か

は

断
定
し

え
ぬ

が
､

そ
れ

が

ど
の

村
に

も

共
通
に

み

ら

れ

る

現

象
で

あ
る

こ

と

を

考
慮
す
る

な

ら
､

的

ぎ
→

の

中
に

は

そ
の

経
営
地

を

拡
大
し

た

も

の
､

完
全
に

没
落
し
た

も

の

の

存
在
が

考
え

ら

れ
る

｡

一

至
○
年
の

同

じ

村
内
の

g
一

己
→

間
の

経
営
規
模
の

大
き

な

相
違
は

､

す
で

に

こ

の

時
ま

で

に

農
民

間
の

経
営
規
模
の

不

平
等
が

か

な

り

進
ん

で

い

た

こ

と

を

示

し

て

い

る
｡

こ

の

傾
向
が

一

層
進
展
し

､

一

部
g

-

岩
り

が

没
落
し

た

も

の

と

考
え

ら
れ

る
｡

〓
ハ

三

六

年
の

弓
ナ

乳

紆
○

ロ
○

司
○

に

み

ら
れ

る

荒
蕪
地

は
､

一

六
二

六

-
二

九

年
の

第
一

次
北
方
戦
争
(

ス

ウ
ェ

ー

デ
ン

侵
入
)

に

よ

る

も

の

で

あ

る
｡

表
B

の

他
の

四

村
に

は

荒
蕪
地
は

み

ら
れ

な
い

が
､

一

六

三

六

年
の

押
e

司
6

.

十

す

の

い

た
る

と

こ

ろ
に

戦
争
に

よ

る

荒
廃
の

跡

が

み

う
け

ら

れ

る
｡
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表
B

か

ら
一

六

世

紀
と

一

七

世
紀
前
半
に

お

け
る

農
民

経
営
の

規
模
は

二

-
四

ダ
ウ

タ

(
-

貞
ユ

全
町

=
い

○

日
○

づ
叫

e

且
が

圧
倒
的
に

多
い

｡

だ

が
､

例

外
滝

存
在
す
る

｡

弓
岩

.

恥

-

巴
-

か

司
村
P

は
､

一

-
二

ダ

ウ

ク

経
営
が

は

と

ん

ど
で

あ

り
､

W
訂
掛

→
i

→

g
P

ユ
け

は
､

六

-
一

〇
ヴ

ウ

ク

経
営
が

多
数

を

占
め

て

い

る
｡

経
営

規
模
に

か

ん

す
る

か

ぎ

り
､

こ

の

北
部
ポ
ー

ラ
ン

ド

地

域
は

､

内
0

3
日

p

と

ほ

異
な
っ

て
､

一

般
に

内
0

3
日

P

の

農
民

経

営
の

数
倍
の

規
模
を

も
っ

て

い

る

(

前
稿
参
照
)

｡

N
P

m
e

村

呂
巴

宮
〉

諾
打
i

の

琶
芹

笥

と

g

げ
声
r

の

請

負
担
を

み

よ

う
｡

免
租
地

を

も
つ

ロ
(

き
篭

は
､

小

司
}

全
町

に

つ

き

N

仇

司
岩

.

→
叶

2 .

(
-

F
s

N
t

l-

芸
仏

名
-

e

→
t

已
)

の

ラ

イ

麦
と

小

麦
の

p
P

已
口

叫

(

現
物
地

代
)

支
払
い

と

的
♂

喜
1

と

同

様
に

堤
防
(

W
-

∽

F

河
)

修
理
の

義
務
が

あ
っ

た
｡

叩

♂
声
【

は
､

そ
の

所
属
村
に

よ

り
か

な
り

相
違
す
る

貨
幣
地

代
を

支
払

っ

た
バ

そ

れ

は
一

五

七

〇
-
九

〇
年
の

間
に

ー

ま
○
村

に

つ

き

五
マ

ル

ツ

ァ

ヨ
p

3
P

(

マ

ル

ク
)

増
加
し

た
｡

一

五
一

〇
年
に

ほ

ー

ま
○

吋

に

つ

き

い

日
p
→

β

前

後
が

平

均
的
な

地

代
額
で

あ
っ

た

が
､

-

ヨ
寛
O

p

山

内

3
∽

N
､

か

ロ
p

岩
p

の

地

代
額
が

み

ら

れ
る

｡

一

五

七

〇
年
に

は
､

地

代
額
は

一

五

一

〇
年
と

ほ

と

ん

ど

変
ら

な
い

｡

一

五

九

〇
年
の

声
e

司

且
p

に

は

ロ

?

弓
呵

0

ぶ
1

日

岩

と

し
て

前
述
の

地

代
が

こ

れ

ま

で
の

功

臣
→

叫

O

N

当
P

串

と

ほ

別
に

徴
収
さ

れ

て

い

る
｡

こ

れ

は
一

六
三

六

年
に

お

い

て

も

同
じ

で

あ

る
｡

他
の

ポ

ー

ラ
ン

ド
の

諸
地

域
で

は
､

貨
幣
地

代
は

増
加
せ

ず
､

週

三

-
四
日

の

賦
役
労
働
が

一

般
化
す
る
こ

と

と

比

較
す
る

な

ら
､

こ

の

貨
幣

地

代
の

増
額
は
こ

の

地

域
の

一

つ

の

特
色
で

あ
る

こ

と

は

明
ら

か

で

あ

る
｡

d

牢
ロ

ど
y

は
､

一

六

世
紀
と

一

七

世
紀
前
半
を

と

お

し

て

ほ

と

ん

ど

変

化
ほ

な

く
､

-

皇
欝
に

つ

き
N

官
→

(

家
鶏
)

と

オ

ー

ト

麦
N

小

五
e

ユ

已

が
一

般
的
で

あ
っ

た
｡

賦
役
s
N

寛
弓

告
貯

は
､

一

五
一

〇
年
に

お
い

て
､

呂
巴
一

さ
サ
打

の

城
を

絶
え

ず
補
強
し

､

必

要
な

時
に

は

城
を

構

築
す
る

義

務
､

冬
に

備

え

て

中

日
甲
口

巴

に

つ

き
一

ム

ロ

の

馬

車
分
の

木
材
(

薪
)

を

つ

く
り

､

乾
草
を

つ

く
る

義
務
か

ら
な
っ

て

い

た
｡

一

五

七

〇
年
の

ト
亡
∽
t

宗
3 .

p

に

は
一

五
一

〇
年
の

河
e

5 .

巴
○

と

同
じ

s
N

巴
名

賀
吋

が

述
べ

ら

れ

て

い

る
｡

一

五

九

〇
年
の

河
e

司
-

門
ニ

p

に

み

ら

れ
る

告
p
→

司
P
→

吋

は
､

一

〇
項
目
に

わ

た

り
､

規
定
さ

れ
て

い

る
｡

新
た

に

加
わ
っ

た

も
の

と

し

て

は
､

領
主
直
営

地
に

結
び
つ

い

た

も
の

が

注
意
を

引
く

｡

f

0
1

司
当
村

へ

の

肥
料
の

提
供

､

f

O
-

弓
P
l

村

の

穀

物
生

産
物
の

呂
巴
♂
○
-

村

の

城
へ

の

輸
送

､

叩
一

己
1

の

経

営
内
に

い

る

労
働
者
(

小

屋

住
み

層
○

叩

3
d

已
吋
)

を

収
穫
期
に

訂
-

司
p
→

打

へ

ま

ず
は

労
働
に

行
か

せ

る

こ

と

(

強
制
雇
傭
)

｡

そ

の

他
に

一

五
一

〇

年
の

河
e

ま
巴
○

と
一

五

七

〇
年

P
声
賢
1

p

且
P

に

み

ら

れ

る

も
の

は
､

堤

防
修
理

義
務

､

m
}

叫

日

田
日
付
○

司
呵

(

製
粉
所
)

使
用
義
務
(
-

m

弓
-

2

ユ
n
-

に

つ

き
ー

ヨ

覧
N

の

使
用
量
-

m

声
=
-

か

ヨ
P
O

且
､

外
敵
侵
入

の

危
険
が

あ

る

時
に

各

町
b

弓

は

城
へ

穀
物
提
供
義
務
(

N

打
○
→

N
e

且
｡

こ

れ

ら

は

全
て

新
し

く
付
加
わ
っ

た

義
務
と

は

言
え

な

い

性

格
の

も

の

で
､

例
え

ば
､

ヨ
首
n

N

P

m
吋
○

弓
叫

使
用
義
務
ほ

一

五

七

〇
年
に

も

存
在
し

た
こ

と

が

確

証
し

う
る

｡

す
な
わ

ち
､

一

五

七

〇
年
の

N
P

日
e

打

g
p
-
一

古
記
村
i

の

ヨ
首
n

N

P

m
村
○

弓
叫

か

ら

の

収
入

は

苫
訂
∽

賢

笥
村
○

記
e

O

の

穀
物
で

あ

り
､

一

五

九

〇
年
の

そ
れ

は

翌
-

監
N

t

-

中

村
○

ヨ
e

O

で

あ
っ

た
｡

こ

の

収
入
の

記

述
の

存
在
は

､

す
で

に
一

五

七

〇
年
に

ロ
マ
ロ

N

p

ヨ
打
○

司
叫

使
用
義
務
が

あ
っ

た
こ

と

を

示
し
て

い

る
｡

以

上
か

ら

明
ら
か

な
よ

う

に

N
p

m

畏

冒
巴

ど
詔

E

の

町

ぎ
→

に

課

"
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さ

れ

た

賦
役
功

臣
→

司

告
灯

は
､

他
の

求

-

テ

ン

｢

諸
地

域
の

軒

ヨ
訂
m

の

賦
役

p

監
払

指
N

y
N

ロ
a

と
は

か

な

り

内
容
が

異
な

る
｡

後
者
で

は
､

畜
耕

賦
役
が

主
で

､

輸
送
賦
役
は

第
二

義
的
で

あ

り
､

地

代
全
体
に

し

め

る

賦

役
の

意
味
は

大
き
い

｡

他
方

､

前
者
で

は
､

畜
耕
賦
役
は

み

ら

れ

ず
､

領

主
直
営
地
と

結
び

つ

い

た

も

の

と

し

て
､

直
営
地

穀
物
の

輸
送
が

重

要
で

あ
る

｡

し
か

し
､

こ

れ

も
､

一

六

二

六

-
二

九

年
の

ス

ウ
ェ

ー

デ
ン

侵
入

に

よ
る

領
主
直
営
地

の

荒
廃
に

よ

り
､

こ

の

賦
役
も

意
義
を

失
う
こ

と
に

な
る

｡

次
に

領
主
直
営
地

経

営
に

つ

い

て

考
察
し
ょ

う
｡

N
p

m
e

村

民
巴

官
記
村
-

の

直
営
地

経
営
の

成
立
の

事
情
に

つ

い

て

は

先
の

資
料
か

ら
つ

か

め

な
い

が
､

一

五
一

〇
年
に

す
で

に

唱
P
2

巴
仁

m

の

記
述
が

み

ら

れ

る
｡

し

か

し
､

一

六

世
紀
後
半
に

お

け
る

よ

う
に

販
売
の

た

め
の

穀
物
生

産
を

大
規

模
に

展
開
し

て

い

た
か

ど

う
か

は

凝
わ

し
い

｡

一

五

七

〇
年
に

は
､

七
つ

(

1 1
)

の

直
営
地

経

営
が

大
規
模
な

穀
物
生

産
を

行
な
っ

て

い

る
｡

表
C

は
､

一

五

七

〇
年

､

一

五

九

〇
年

､

一

六

〇
七

年
､

そ

れ

に
一

六

三

六

年
の

播
種

穀
物
と

し
て

直
営
地
に

保
存
さ

れ

た

穀

物

量
で

あ

る
｡

〓
ハ

〇
七

年
の

H

ロ

司
e

n

訂
→

N

に

ほ
､

大
麦
と

オ
ー

ト

麦
の

播
種
量
の

記

述
が

な

い

が
､

そ
れ

ら
が

生

産
さ

れ

な

か
っ

た

の

で

は

な
い

と

推
察
さ

れ

る
｡

一

六

三

六

年
の

播
種
量
の

極
度
の

減
少
ほ

､

ス

ウ
ェ

ー

デ
ン

侵
入
に

よ

る

領
主
直
営

地
の

荒
廃
に

よ

る

も

の

で
､

直
営
地

経

営
は

ほ

と

ん

ど

生

産
能
力
を

失
っ

た
｡

一

五

九
〇
年
の

河
e

ま
且
P

に

よ
る

と
､

句
○
-

弓

買
付

E
監
E

が

ー

∞

ま
欝

の

耕
作
地
を

も
っ

て

い

た
｡

各
々

の

直
営
地
の

播
種

量
を

比

較

す

る

な

ら
､

句
○
-

弓

駕
打

S

賢
P

2 .

e

O
N

と
､

こ

と

に

2
-

弓

買
付

押
y

i

O

弓

の

播

穫
量
が

他
の

五

直
営
地
の

播
種
量
に

く

ら
ぺ

て

少
な
い

が
､

こ

れ

ら
五

佗

直
営
地
の

播
種
量
に

は

大
差
は

な
い

｡

こ

の

こ

と

は
､

五

直
営
地

経
営
が

ー

00

ま
か

k

前
後
の

規
模
を

持
ち

､

他
の

二

直
営
地

経
営
が

そ

れ

ら

よ
り

か

な

り

規
模
が

小
さ

か

っ

た
こ

と

を

示
し

て

い

る
｡

こ

の

地

域
の

直
営
地
の

あ

り

方
の

特
徴
と

し
て

､

領
主
直
営
地
が

通

常

の

的

ぎ
→

の

村
と

は

別
に

存
在
し

た
こ

と

で

あ

る
｡

又
､

規
模
も

内
?

3
n
P

の

そ

れ

と

く

ら
ぺ

る

と

大
き
い

が
､

全

耕
地

面
積
に

し

め

る

直
営

地

面

積
は

少
な
い

｡

直
営
地

耕
作
は

､

的

ぎ
1

の

賦
役

労
働
に

よ
っ

て

行
な

わ

れ

な

か

っ

た

こ

と

は

先
に

述
べ

た

が
､

そ

れ

は

直
営
地

内
に

定
住
す
る

○

的

3
d

已
打

や

旨

旦
e

の

労
働

､

他
の

下
層
農
民
〔

淫
-

P

d

外

の

労
働

､

さ

ら

に

通
常
の

村
に

定

住
す
る

O

g

3
d

2 .

打

の

雇
傭
労
働
(

季
節
労
働
)

に

依
存
し

て

い

(

1 2
)

た
｡

直
営
地
の

○
的
→

O

d

2 .

打

と

⊇

旦
e

の

数
は

､

表
D

に

示

す
ご

と

く

で

あ

る
｡

P
声
∽
t

宗
且
p

と

河
e

弓
訂
-

甘

に

は

下

層
の

O

N

e
-

p

巴
叩

に

つ

い

て

の

記
述
は

み

ら
れ

な
い

が
､

筆
者
が

日
を

通
し

え

な

か
っ

た

最

初
の

｢

宏
t

岩
且
P

で

あ

る

｢

宏
t

l

P

且
P

弓
○

甘
弓
か

計
首

1

m
巴
す
0

諾
吋
i

e

g
O

-

誅
い

(

13
)

に

も

と
づ

く
J

･

河

已
打
○

弓
∽

E

の

分
析
に

よ

れ
ば

､

一

定
数
の

年
期
奉

公

人
○

旨
【

邑
恥

と
一

定
量
の

季
節
雇
傭
労
働
者
が

直
営
地
の

耕

作
に

あ

た

っ

た
｡

通
常

一

人
の

管
理

人
､

畜
耕
賦
役
が

な

い

た

め

N

P

日
¢

打

呂
巴
･

官
記
E

の

直
営
地

に

は

三

1
一

〇
ケ
の

黎

官

長
(

平
均
五

･

五
)

が

備

え
て

あ
る

が
､

そ

れ

を

使
っ

て

土
地

耕
作
を

行
な

う

甘
仁

卦
口

許

と
勺
O

g

苧

已
P
C
N

叫

(
-

p

ど
粥

に

つ

き

各
一

名
)
､

さ

ら
に

手

耕

作

労

働

を

行

な

う

O

g

3
n

ロ

芹

が

存
在
し

た
｡

表
D

の

O
g

3
年
ロ
ー

村

は
､

全
て

直
営
地
に

定

住
す
る

O

g

冒
d

2.
打

f

O
-

弓

琶
○

昌
叫

で

あ

る
｡

農
民
経
営
に

定

住

す
る



( 6 3 ) 研 究 ノ ー ト

O

g

旨

㌢
芹

g

ぎ
諒
打
-

旦
肌

着
と

同
様
に

直
営
地
の

手
耕
作
労
働
に

徒
事

し
た

(

両
者
と

も

雇
傭
労
働
)

｡

以

上
の

ご

と

く

直
営
地
は

､

か

な

り
の

数
の

年
期
奉
公
人
の

労
働
力
と

季
節
的
雇
傭
労
働
力
に

よ
っ

て

経
営
さ

れ

た
｡

年
期
奉
公

人
の

労
働
力
も

不

払
い

で

で

は

な

く
､

し
た

が
っ

て

N
p

ヨ
e

打

呂
巴

ぎ
謡

已

の

直

営
地

は

全
て

雇

傭
労
働
力
に

よ

り

経
営
さ

れ

た

こ

と

に

な

る
｡

そ
の

意
味
で

､

こ

の

直
営
地

経
営
は

ぎ
【

司
罵
好

日

昔
日
ロ

y

と

よ

び

う
る

性
格
を

も
っ

て

い

た
｡

七

直
営
地
の

全
穀
物
生

産
額
は

､

一

五

七

〇
年
に

は
､

ラ

イ

麦
-

N
U

忘
¢

(

㌻
s

長
久

弓
-

e

H

旨
-

)
､

小

麦
-

阜
N
､

大
麦
N

長
ミ

オ

ー

ト

麦

窒
､

い

ぃ

で

あ

り
､

一

五

九

〇
年
に

は
､

そ

れ

ぞ

れ

浬
＼

合
)

窒
＼

N

O
-

-

£
＼

合

㌔
r n

忘
¢

で

あ

る
｡

こ

れ

ら

四

穀
物
を

主
と

す
る

直
営
地
の

仝

穀
物
生

産
物
の

貨
幣
換

算
額
は

､

一

五

七

〇
年
に

は
ー

N

票
叫

哲
3
β

､

一

五

九
〇
年
に

ほ
ー

一

望

岩
･

一

六

二

二

年
に

は

一

茂
琵

P

で

あ
っ

た

が
､

一

六

三

六

年
に

は

ー

か

P

に

す
ぎ

な

か
っ

た
｡

こ

れ

ら
の

各
々

の

貨
幣
換
算
額
を

此

較
す
る

に

は
､

穀
物
の

そ

の

時
々

の

価
格
を

考

慮
に

入

れ
る

必

要
が

あ
る

｡

一

五

七

〇
年

の

ラ

イ

麦
､

小

麦
､

大
麦

､

オ

ー

ト

麦
の

ー
}

監
N

t

の

価
格
は

､

そ

れ

ぞ

れ

N

か

声
○

言
ロ

､

い

か

P
､

-

∞

P

こ
N

P
､

で

あ
っ

た
｡

一

五

九
〇
年
に

ほ

旨

P
､

£

P
}

N

い

P
-

-

か

P

で

あ
っ

た
｡

こ

の

価

格
上

昇
の

傾
向
を

考
慮
す
る

な

ら
一

六
二

二

年
の

収
入

も
か

な

ら

ず
し

も

穀
物
生

産
増
に

よ

る

も
の

で

は

な

く
､

む

し

ろ

価

格
上

昇
の

結
果
で

あ
る

と

考
え

ら

れ

る
｡

こ

れ

ら
の

直
営
地

収
入
に

対

し

て

的
一

…
1

か

ら

の

貨
幣
地

代
収
入
は

､

一

五

七

〇

年
に

ほ

冨
∞

か

P
､

一

五

九

〇
年
に

は

ー

訟
設

P
､

一

六

三

六

年

に

ほ

〓
N

N

¢

P

で

あ
っ

た
｡

四

以

上
の

観
察
か

ら
一

六

世
紀
と

一

七

世
紀
前
半
に

お

け

る

農
民

経
営
と

領
主
直
営
地

経
営
の

係
わ

り

方
に

つ

い

て

考
察
し

ょ

う
｡

N
P

m
e

打

呂
已
b
O

詔
E

に

お

け
る

農
民

経
営
は

､

西
ヨ

ー

ロ

ッ

パ

の
一

五

世
紀
以

来
の

穀
物
需
要
に

適
応
す
る

上

で

有

利
な

地

理

上
の

位
置
に

あ

っ

た
｡

商
品
貨
幣
経
済
の

か

な

り

高
度
な

展
開
に

助
け

ら

れ
､

自
ら

も
そ

れ

を

促
進
し
っ

つ
､

農
民

経
営
は

商
品
穀
物
を

生

産
し

､

農
民

的

ぎ
→

の

中
に

は
か

な

り

富
裕
な

層
も

存
在
し

た

も

の

と

み

ら

れ

る
｡

農
民

経
営
の

平
均
規
模
の

拡
大
が

そ
の

こ

と

を

間
接
的
に

で

は

あ

る

が

示
し

て

い

る
｡

商
品
貨
幣
経
済
の

高
度
の

展
開
と

農
民

経

営
数
の

減

少

傾

向
は

､

g

ぎ
→

以

外
の

下
層
農
民

層
と

都

市
民
の

諸

階
層
の

増
大

1
-
彼
ら
の

生

存
の

条

件

-
を

生
み

だ

し

た
｡

農
民

経
営
に

と
っ

て
､

こ

れ

ら
の

有
利
な

状
況

は
､

領
主
直
営
地

経
営
に

と
っ

て

も

不

利
な

も

の

で

は

な
い

｡

そ

れ

は
､

的
{

岩
→

か

ら

賦
役
(

畜
耕
賦
役
)

を

徴
収
せ

ず
と

も
､

下
層
農
民
を

雇

傭

す
み

こ
)

と

に

よ
っ

て

そ
の

経

営
を

可

能
に

し

た
｡

ざ
m
e

村

営
F
-

ぎ
諾
打
-

は
､

商
品
貨
幣
経
済
の

展
開
に

対

し
て

､

一

方
で

ほ

増
額
さ

れ

た

貨
幣
地

代
を

徴
収
す
る
こ

と

に

よ

り
､

毎
年

一

定
の

か

な

り

高
額
の

収
入
を

獲
得

し
､

雇
傭
労
働
力
を

使
用
し

て

領
主
直
営
地
の

生

産
穀
物
の

販
売
に

よ

り

貨
幣
地

代
全
額
に

匹
敵
す
る

収
入
を

獲
得
し

え

た
｡

し
か

し

な
が

ら
､

的

J

弓

に

対

す
る

賦
役
徴
収
が

成
立

し

な

い

原
因
を

商
品

貨
幣
経
済
の

展
開
に

有
利
な

地

理
上

の

位
置
に

求
め

る
こ

と

は

正

し

い

と

し
て

も
､

そ

れ
の

み

を

強
調
す
る
こ

と

は

問
題
が

あ

ろ

う
｡

邑
t

濡

と

叩

b

喜

が

ド

イ

ツ

法
に

よ

る

植
民

村
落
形
成
期
に

取
結
ん

だ

｢

古
き

慣

朋
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習
+

を
一

応
守
り
え

た

原
因
は

ど
こ

に

あ

る
か

｡

こ

の

地

域
が

一

五

世
紀

初
頭
以

来
数
魔
の

対

ポ

ー

ラ
ン

ド

戦
争
に

よ

り
､

こ

と
に

一

三

年
戦
争
に

ょ

り

荒
廃
し
た

こ

と

(

領
主
制
の

危
機
)

が

的

♂

戸
叫

に

有
利
に

作
用
し

た

(

g
一

F
→

が

作
用
さ

せ

た
)

と

考
え

ら
れ

る
｡

戦
争
に

よ
っ

て

荒

廃
し

た

農
村
は

､

農
民

経
営
の

生

産
力
の

回

復
に

よ
っ

て

の

み

実
に

再
建
し

う
る

｡

農
民
経
営
は

､

西
ヨ

ー

ロ

ブ

パ

の

穀
物
需
要
と
い

う
状
況
に

自
己
を

有
利

に

適
応
さ

せ

つ

つ

生

産
力
を

回

復
し

た
｡

内
○

冒
ロ
P

に

お
い

て

は
､

国
内
市
場
へ

の

穀
物
生

産
(

販
売
用
)

の

開

始
の

先
陣
と

な
っ

た

の

は

邑
t

笥

の

免
租
地

経
営
と

修
道
院
の

直

営
地

経
営
で

あ
っ

た
｡

シ

ュ

ラ
フ

タ

に

よ
る

領
主
直
営
地
の

穀
物
生

産
は

､

そ

れ

ら
よ

り

か

な

り

遅
れ

､

ま

ず

耕
作
地
の

獲
得
と

拡
大
か

ら

始
め

ね

ば

な

(

14
)

ら

な
か

っ

た
｡

北
部
ポ
ー

ラ
ン

ド

に

お

け

る

写
芹

笥

の

免
租
地

経
営
と

的
一

岩
→

の

経
営
は

､

そ

の

経
営
の

構
造

転
換
を

必
要
と

せ

ず
､

直
接
的
に

西
ヨ

ー

ロ

ッ

パ

の

穀
物

需
要
と

価
格
騰
貴
か

ら

利
益
を

え

る

こ

と

が

で

き

た

(

経
済
規
模
が

大
き

い

こ

と

が
一

つ

の

重

要
な

実
横
)

｡

領
主
直
営
地

の

成
立
に

お
い

て
､

朽
｡

3
日
P

に

お

け

を

よ

う
な

耕
作
地

の

獲
得
･

拡

大
の

問
題
と

労
働
力
の

問
題
の

解
決
は

困

難
で

ほ

な

か

っ

た
｡

N
p

2
e

打

呂
巴

訂
諾
吋
-

に

は

多

数
の

召
賢
司

i

m

打
○

が

あ

り
､

直
営
地

形
成
と

拡
大

に

ほ
､

g

ぎ
→

の

経
営
地

を

併
合
す
る

必

要
は

な
か

っ

た
｡

労
働
力
の

問

題
は

先
に

触
れ

た
｡

以

上

の

考

察
に

も

と
づ

き

農
民
経
営
と

領
主
直
営
地
の

係
わ

り

方
を

整

理
し

ょ

う
｡

両

者
の

関
係
は

密
接
な
も

の

で

は

な

く
､

吟
b

弓

は

｢

独
立

小

生

産
者
+

と

し
て

自
己
の

労
働
生

産
物
の

可

余
部
分
を

自
己
に

還
元
し

え

た
｡

こ

の

点
民

経
営
に

と
っ

て

有
利
な

状
況
ほ

､

商
品

貨
幣
経
済
の

進

展
と

係
わ

り

な

が

ら

農
民

経
営
地
の

売
買
(

商
品
化
)

を

導
い

た
｡

弛

廿

弓

朗

数
の

減
少
傾
向
が

そ

の

こ

と

を

間
接
的
に

語
っ

て

い

る
｡

又
､

一

六

三

六

年
の

河
e

弓
-

畳
P

に

お
い

て
､

直
営
地

経
営
が

ほ

と

ん

ど

荒
廃
し

て

い

る

に

も
か

か

わ

ら

ず
､

農
民

経
営
が

一

応
存
続
し

え

た

の

は

内
0

3
日

P

の

農
民
経
営
と

は

異
な
っ

て
､

自
己
の

経
営
内
に

耕
作
動
物
を

十

分
に

保
持

し

て
い

た

た

め

に
一

六
二

六

-
二

九
年
の

ス

ウ
ェ

ー

デ
ン

侵
入

に

よ

る

荒

廃
に

際
し

て

も

再
生

産
可
能
な

橿
度
に

耕
作
動
物
を

維
持
し

て

い

た

か

ら

に

ほ

か

な

ら

な
い

｡

他
方

､

領
主
直
営
地

経
営
が

最
も

非
生

産
的
な

労

働

形
態
た

る

賦
役
七
p

訝
N

C
N

y

昌
p

に

依
存
せ

ず
に

雇
傭
労
働
を

使
用

し

た

こ

と

は
､

そ
の

生

産
力
を

か

な
り

高
度
に

維
持
す
る
こ

と

を

可
能
に

し

た

(

第
一

次

北
方
戦
争
ま
で
)

｡

こ

の

よ

う
に

N

P

m
e

吋

監
F
-

ど
諾
E

に

お

け

る

独
立

小

生

産
者
と

し
て

の

町
b

已
1

の

経
営
と

資
本
主
義
農
業
経
営
的

な

f

O
-

弓

弓
打

口

且
e

日
日

叫

と

は
､

共
に

下
層
農
民
を

雇
傭
労
働

力
と

し

て

使
用
し
っ

つ

､

各
々

独
立

的
に

再
生

産
を

続
け

え

た
｡

(

1
)

拙
稿

｢

〓
ハ

･

七

せ
紀

ポ

ー

ラ

ン

ド

に

お

け

る

農
民

経
営
+

､

一

橋
論
叢
第
六

一

巻
､

六
号

｡

(

2
)

内
0

3
n
p

は
､

リ

ト

ワ

を

除
く
ボ

ー

エ
ア

ン

F

王

国
の

領
土

を

さ

す
｡

す

な
わ

ち
､

小

ポ

ー

ラ

ン

ド
､

大
ポ

ー

ラ

ン

ド
､

マ

ゾ

グ
シ

エ

(

賀
p

ざ
せ
○
-

∽

村
p

W
i

e
-

O
H

已
賢
P

監
F

8
司
∽

N

e
)

(

3
)

芦
=

巴
s

吋

仁

p
-

河
○
餌

m
i

e
払

呂
N

e

2 .

e

弓
}

監
β
○

訂
-

N
i

e

ヨ
町

巴
e
j

司
○

甘
弓

監
.
賢
司
p

O

F
e
}

m
蒜

許
-

①

g
O

i

日
巴
b
O

詔
E
e

g
O

司
d

ゴ
ー

巴
e
j

p

已
○

且
e

-

ひ

司
訂
吋

ロ
､

ド
か

d

恥

-

¢

℃
-

∽
.

N

00
､

笥

-
ざ

(

4
)

S
･

H
O

の

N

O

弓
町

村
-

-

N
n

訂
N

e

ロ

F

弓

O
N

P

巴
e

司
○

首
叫

∽

N

司
e

㌣

巴
町
-

且

ロ
P

t

e

り

e

n

訂

吋
r

宏

内

3 ､

-

①

弓
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表 C 領 主 直営地 の 播種量 ( 単位 I a s 出/k o r 名e e ll a s 之t = 6 0 k o f Z e e)
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